
モリアオガエル

豊
作
を
願
っ
て

振
り
返
っ
て
…
昨
年
は
空
梅
雨
で
、
さ

す
が
の
鞍
掛
山
の
湧
き
水
も
ヤ
ッ
ト
コ

サ
で
あ
つ
た
が
田
植
え
は
何
と
か
出
来

た
。
田
植
え
後
も
渇
水
は
続
き
、
五
月
十

九
日
に
は
東
三
河
の
水
瓶
「
鳳
来
湖
」
も

貯
水
０
％
。
二
十
七
日
に
は
七
か
月
半
の

溜
っ
た
雨
が
一
夜
に
し
て
百
五
十
ミ
リ

を
記
録
す
る
豪
雨
が
あ
り
、
千
枚
田
も
水

飢
饉
を
脱
し
た
。

そ
れ
を
思
う
と
、
今
年
の
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
は
代
掻
き
も
田
植
え
も
順
調
に
出

来
て
ヤ
レ
ヤ
レ
。
百
姓
衆
は
鞍
掛
山
の
湧

き
水
に
豊
作
を
託
し
、
感
謝
、
感
謝
。

朝
、
五
時
を
過
ぎ
る
と
バ
イ
ク
の
音
が

静
粛
な
千
枚
田
に
木
魂
す
る
。
こ
れ
は
仕

事(

勤
務)

前
の
日
課
、「
水
見
」
で
「
何
に

ょ
お
…
置
い
て
も
、
水
だ
け
ゃ
あ
、
見
に

ゃ
あ
の
ん
…
一
日
だ
っ
て
見
ん
訳
に
ゃ

あ
い
か
ん
だ
で
の
ん
…
」
と
、
イ
グ
ラ(

モ

グ
ラ)

や
カ
ニ
の
穴
を
塞
い
で
い
る
。こ
れ

を
怠
る
と
田
ん
ぼ
は
干
上
が
っ
て
し
ま

う
し
、
後
が
大
変
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
千
枚
田
で
は
バ
イ
ク
は
田
ん

ぼ
の
水
見
に
、
夜
中
に
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
の
威
嚇
に
爆
竹
を
、
等
々
、
活
躍
す
る

大
切
な
農
機
具
で
あ
る
。

急
傾
斜
地
の
「
コ
メ
つ
く
り
」
は
苦
労

が
絶
え
な
い
。
す
で
に
百
姓
衆
は
秋
の
収

穫
に
「
台
風
は
来
る
ず
ら
ぁ
か
…
稲
架
が

転
ぶ
で
、
こ
に
ゃ
あ
、
い
い
が
の
ん
…
」

と
、
取
り
越
し
苦
労(

無
駄
な
心
配)

に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

一
口
メ
モ=
な
ぜ
、「
田
植
え
」
で
「
稲
刈

り
」
か
？
、「
稲
刈
り
」
な
ら
「
稲
植
え
」

で
は
、
と
聞
か
れ
た
。
確
か
に
理
屈
の
合

う
質
問
で
あ
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
。
答

え
と
し
て
、
昔
は
籾
の
直
播
で
稲
作
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
語
源
で
あ
っ
た
。

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

２
０
２
０
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
を
主
催

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保

存
会
・
東
三
河
郵
便
局

共
催

新
城
市
・

新
城
市
教
育
委
員
会
で
実
施
し
ま
す
。

応
募
対
象
は
小
学
生
・
中
学
生
。
入
賞
者

に
は
本
年
度
新
米
・
図
書
券
・
五
平
餅
セ

ッ
ト
他
多
数
。
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千
枚
田
掲
示
板
に
チ
ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ

が
あ
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
っ
て

止
ま
る
気
配
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
世
の
中
の
す
べ
て
が
自

粛
、
自
粛
と
委
縮
ム
ー
ド
の
昨
今
、
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
明
る
い
話

題
と
し
て
小
・
中
学
生
を
対
象
に
四
谷
の

千
枚
田
を
テ
ー
マ
に
自
由
に
描
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
企
画
に
は
千
枚
田
五
平
餅

と
し
て
郵
便
局
の
宅
配
便
や
道
の
駅
な

ど
、
全
国
展
開
で
お
馴
染
み
の(

㈱)

丸
八

製
菓
鈴
木
社
長
さ
ん
の
千
枚
田
へ
の
大

き
な
思
い
入
れ
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り

第 202号

お
知
ら
せ

鞍
掛
山
麓
四
谷
の
千
枚
田
展

市
立
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
で
は
夏

の
特
別
展
を
令
和
二
年
七
月
十
八
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

五
時
ま
で
開
館
。
鞍
掛
山
麓
に
あ
る
四
谷

の
千
枚
田
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
展

示
、
紹
介
し
ま
す
。



第
六
十
九
回

ア
グ
リ
ラ
リ
ー

JA

六
月
六
日
、

愛
知
東
は
参
加
者
八
十

JA

名
が
旧
連
谷
小
学
校
に
参
集
。
九
時
半
、

主
催
者
に
よ
る
挨
拶
、
注
意
事
項
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
出
発
。
第
一
中
継
ポ

イ
ン
ト
の
身
平
橋
海
源
寺
で
保
存
会
小

山
会
長
か
ら
千
枚
田
の
概
要
説
明
を
聞

き
、
早
苗
が
爽
や
か
な
千
枚
田
を
堪
能
、

急
坂
を
フ
ウ
フ
ウ
と
、
涼
風
に
癒
し
を
得

な
が
ら
大
代
の
第
二
ポ
イ
ン
ト
へ
「
上
か

ら
観
る
の
も
い
い
の
ん
…
」
と
眼
下
に
広

が
る
絶
景
に
ご
満
悦
。
帰
路
は
大
林
経
由

で
途
中
の
松
脂
岩
の
石
積
棚
田
や
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
群
落
を
横
目
に
全

員
が
完
歩
。
完
歩
賞
に
名
物
「
神
田
コ
ン

ニ
ャ
ク
」
を
戴
き
、
参
加
者
は
、
次
回
の

東
栄
地
区
の
第
七
十
回
ア
グ
リ
ラ
リ
ー

へ
と
夢
を
馳
せ
た
。

作
業
道
「
橋
」
の
改
修

六
月
十
六
日
、
千
枚
田
作
業
道
の
水
車

小
屋
横
の
橋
の
改
修
を
行
っ
た
。

こ
の
橋
は
、
作
業
道
に
直
角
に
架
か
っ

て
お
り
、
通
る
軽
ト
ラ
も
左
右
数
㎝
し
か

隙
間
が
な
く
、
沢
山
の
軽
ト
ラ
に
傷
を
負

わ
せ
た
難
所
で
も
あ
っ
た
。

ど
っ
か
の
「
お
っ
か
ち
ゃ
ん
」
は
新
車

の
ド
ア
ー
を
凹
ま
し
、「
ま
ぁ
～
嫌
だ
！
」

と
泣
き
ベ
ソ
を
、
地
元
の
偉
い
さ
ま
も
、

用
も
な
い
の
に
通
っ
て
橋(

軽
ト
ラ)

の
あ

っ
ち
っ
こ
ち
に
傷
を
負
わ
せ
、
役
場
に
怒

鳴
り
込
ん
だ
そ
う
だ
し
、
田
ん
ほ
に
通
う

百
姓
は
「
通
れ
る
ず
ら
か
…
当
た
ら
に
ゃ

あ
い
い
が
…
」
と
、
自
動
車
学
校
に
も
無

い
難
所
に
神
経
を
尖
ら
す
、
ス
ト
レ
ス
の

橋
で
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
、
こ
ん
な
の
難
所
の
「
橋
」
に

見
か
ね
た
中
村
直
人
親
子
は
皆
ん
な
が

安
気
に
通
れ
る
よ
う
に
と
橋
の
改
修
を

行
っ
た
。
手
伝
い
な
が
ら
、
そ
れ
と
な
く

聞
い
た
と
こ
ろ
、
鉄
板
も
業
者
に
頼
み
、

切
断
、
曲
げ
ま
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
そ
う

で
、
「
掛
っ
た
ら
ぁ
…
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
「
わ
し
ら
、
千
枚
田
の
新
人
だ
で
、
こ

の
く
ら
い
は
当
た
り
前
…
、
わ
し
ら
も
通

る
だ
で
の
ん
…
」
と
屈
託
の
な
い
返
事
に

胸
の
内
で
、
只
々
「
あ
り
が
と
う
さ
ま
」

を
唱
え
た
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
＆
ホ
タ
ル

・
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル=

例
年
に
な
く
多
く

の
産
卵
が
み
ら
れ
た
。
特
に
多
く
卵
塊
が

み
ら
れ
た
の
は
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
山
か
ら

雌
が
背
中
に
雄
を
負
ん
ぶ
、
田
ん
ぼ
に
掛

る
梢
に
産
卵
、
山
に
帰
る
ま
で
を
長
期
撮

影
し
た
場
所
に
、
二
回
の
産
卵
で
約
四
十

個
体
の
卵
塊
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
大

林
の
漆
島
の
田
ん
ぼ
に
は
今
ま
で
に
百

個
近
く
産
卵
。
か
つ
て
な
い
記
録
で
あ
っ

た
。
こ
の
場
所(

漆
島)

に
集
中
し
て
産
卵

し
た
原
因
は
、
こ
の
場
所
よ
り
上
の
産
卵

分
布
域
の
水
田
が
全
部
休
耕
さ
れ
た
こ

と
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
物
、

自
然
の
叡
智
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

・
ホ
タ
ル=

生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締

約
国
会
議
を
契
機
に
繁
殖
を
開
始
、
以
来

九
年
、
昨
年
、
一
昨
年
は
ホ
タ
ル
の
乱
舞

に
「
和(

な
ご
み)

の
里
」
を
夢
見
た
が
、

今
年
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を
検
証

す
る
と
、
昨
年
の
繁
殖
期
の
渇
水
、
豪
雨

な
ど
気
象
条
件
が
影
響
し
た
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。
夢
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
、

そ
う
だ
！

カ
ワ
ニ
ナ
に
餌
を
や
ろ
う
。
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